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部活動の地域連携・地域移行 
 

１ 経緯等 

 令和２年９月 ＜スポーツ庁、文化庁＞ 

○令和５年度以降、休日の部活動の段階的な地域移行を図るとともに、休日の部活動の指導を望

まない教師が部活動に従事しないこととする。 

 

 ■これまでと同様の部活動（学校単位、教師が指導を担う等）の維持・継続が困難 

   →子どもたちがスポーツ・文化活動に親しむ機会が大きく減少 

■スポーツ・文化活動の機会（確保・提供）を学校主体の取組から地域主体の取組へ移行 

   ・地域でスポーツ・文化活動を実施できる環境の整備 

   ・休日に教師が部活動の指導に携わる必要がない環境の整備 

■「令和５年度以降の休日の部活動の段階的な地域移行」に向けて 

   各市町村において、スポーツ・文化担当部署、教育委員会、地域、学校の関係者等が検討･協議 

→子どもたちにとってふさわしいスポーツ・文化環境の確保（国の検討会議による提言） 

 

令和４年６月(運動部)､８月(文化部) ＜部活動の地域移行に関する検討会議 提言＞ 

○少子化の中でも、将来にわたり我が国の子供たちがスポーツ・文化芸術等に継続して親しむこ

とができる機会を確保する。 

○目標時期については、（中略）令和７年度末を目途とすることが考えられる。 

 

令和４年 12 月 ＜学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン＞ 

国は、部活動の地域移行に関する検討会議の提言を踏まえ、平成 30 年に策定した運動部活動と 

文化部活動のガイドラインを統合した上で、全面的に改定。 

 これにより、学校部活動の適正な運営や効率的・効果的な活動の在り方とともに、新たな地域

クラブ活動を整備するために必要な対応について、国の考え方を提示。 

令和５年度から令和７年度までの３年間を「改革推進期間」として位置付け、地域の実情等に

応じて可能な限り早期の実現を目指す。 

 

 

 ・休日の学校部活動の地域連携や地域移行の達成時期について、国としては一律に定めず、地域

の実情等に応じて可能な限り早期の実現を目指す。 
 

・令和５年度においては、従来の実践研究事業を大幅に拡充し、部活動の地域移行等に向けた関

係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備、指導者の確保、参加費用

負担への支援等に関する実証事業を行う。 

＜スポーツ庁、文化庁からの通知（R4.12.27）等＞ 
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２ 本県でのこれまでの取り組み 
（１）部活動指導員の配置人数（延べ人数）                   ※（ ）うち文化部 

 H30 R1 R2 R3 R4 

市町村立中学校 113(18) 121(25) 122(23) 135(24) 142(24)予定 

県立学校  10(0) 12(1) 18(2) 25(2)予定 

（２）令和３年度～令和４年度（国のモデル事業） 

（３）令和４年度～ 

ア 地域移行支援コーディネーターの派遣  ※地域移行支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ―：学識経験者､総合型地域 SC ﾏﾈｰｼﾞｬｰ､ｽﾎﾟｰﾂ推進委員 

  ○市町村教委から依頼を受け、地域の実情に応じた地域移行の進め方等の支援 

イ 地域移行説明会等の開催（３回） 

  ○国や県の動向等を情報提供し、地域移行を促進 

  ○市町村教委、市町村スポーツ・文化振興主管課担当者、中・高の教員等、延べ約 215 人が参加 

ウ 全市町村及び県立中・中等教育学校での検討 

  ○各市町村で、スポーツ･文化担当部署、教育委員会、地域、学校の関係者等が協議する場の設置 

  ○県立中学校・中等教育学校（前期課程）での現状把握と検討開始 

 
３ 課 題 

モデル校の実践研究や、市町村教育長会、校長会等との情報交換会で明らかになった主な課題 

 主な課題 内  容  等 

１ 関係者の理解 ・「学校部活動の地域移行」についての理解 

市町村、学校、生徒、保護者、関係団体（スポーツ少年団、

総合型地域スポーツクラブ等）、スポーツ推進委員等の関係

者との共通理解 

・各市町村における地域スポーツ・文化担当部署と教育委員会 

 等との連携 

２ 実施主体の確保 ・地域における新たなスポーツ・文化芸術環境の整備充実 

[実施主体(受け皿)となり得る地域におけるスポーツ団体等] 

スポーツ少年団、総合型地域スポーツクラブ、 

競技団体に登録しているチーム、文化芸術団体、 

新たな団体の設立、企業や大学との連携 など 

３ 指導者の質の保障、 

量の確保 

・地域におけるスポーツ・文化芸術活動の指導者の確保 

・指導者研修（体罰、ハラスメント等の根絶）の実施 

・指導を希望する教師等の在り方（兼職兼業等） 

４ 施設の確保 ・学校施設の利用・管理（鍵の管理等） 

５ 大会の在り方 ・参加資格の見直し 

・大会引率や運営に係る教師の負担の軽減 

６ 費用負担(指導者の謝金、 

運営費、保険) 

・保護者等の理解 

・経済的に困窮する家庭の生徒への支援 

７ 危機管理（安全確保等） ・緊急時の連絡体制（個人情報の扱い） 
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